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農業技術の進歩・伝播と異質的生産関数
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なかで， なお計量的手法がどのようにアジアの農

業生光構造の解1月に淋人され， そこに働いている

ーメカニこズロムをどの程度明らかにしうるかを追求し

ー：いるか， 前価「ア／i’農業い生産構造と異質的

生産Wl穀ー一＇：イ ィリヒ°‘/―、 マ⇒ャのケース

--（「アジア経済』， 1967年11月号）につづいーい 本

稿でい日本， 台湾，刺鮮農業の発展プロセスを，

戦前lについて時系列にとりあげることにした。戦

後に料lしては． つづくりjiJ稿で滋論される予定であ

な極東アジアの生産力は， アジアではもっとも

謁し、。 こうした高い生府が達成された発展→ぃセ

スをみることによって， 農業技術の進歩・伝播が

ビのよ-)な要因によグ）て達成されるかという 1,'¥J題

に対lーで一つの解が得られるであろう。そして

現在心遅れたアジア地域の農業開発政策にと，て

アジ'―,')経氾IIり発に：t喪業＇上咋力 0,J’吋！強が緊芯 つい指針とだりういかもしれない）ただ｀庶史

の重要な課題になっているが，生秤を発展させる 的実証のためには，＇食料が必ずしも満足すへきも
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j 9・ーめに， 1［産札，店，特に生産刀湘i『い側面〗'ilfl しりでtt← / ｀ 剌鱈こつし、＼ーは， 〗ず推訂作業いら始

らかにしなければならない。近年，アジア仇業生 めなければならなかった。

可，こ関i/-＇定ヤ 11りな雷l行：まか又：進A’ ＿＼れて＇Y い̀ ま｝，［こめ，――̀ 3り1_1位）仇菜生産いよ謬［池生

恥近代経済学的な手法による新しい叶景分析は 産性(I)発展テロセスをたとり，農業技術の国内的

ー、／ごほ：：：んど士 1月1 拓で•：＇つ。 ’-ーにit、複雑}ト-［iこ 1バ播（＇｝一つの延旦として， 1面祭的な技術伝拙，す

全的，経済的，工学的なもろもろ (1) 9カニスムが なわり技術の水平的な発展プロセスを明らかに

旧互に1乍lIlし・（,,-'で '.ii.:量的」［こデ I,, 9ヽ 展開かむ ｝一る ：力且i 〗•もに各 1！廿期、ハ戊長率を比較 L. -・C,

デかし＇'.' またー、計量分析のフレー1、ワークに適 停滞→離陸 (take-off)→鈍化→停滞→再出発のサイ

応するに足る資料もかはり未整瀧の中、恙であ 0/｝ヽ ケル上検証し， 3カ国を総合すること iこよ て，

らである r わバいれは，この；、りな田例［な状；加） 国際的ti技術伝播を招機とした広い地域での発展
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Ⅰ　農業生産・技術の発展プロセス
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’̀ f.'、一；，J.，；î ：さ il，る 二，Tl 地域、~9) iiヽ：J,、文長i:‘̀ 芍 各期間に '~9し、てび）弾力性の弯化か布慈に出てし、な

iト'i、:）1.，ト--i支1,ir')伝篇とし、う側面か，‘＼ 91兌fl月さ，j';る

L
▼
 ）

 

.‘‘ ）
 ヵて

以 !•.,I, 万屯仔］概飩し！ i -）え：ニ―立，＿

` 9 』!、Jrぐ，；

； a打「．レ・ ー・—,'9 久~.9 、 1, -’‘ 

ぷ、ロ

こI‘ ；ヽ、う，＇［技礼I方，伝hfi:.、

、［兄直〗 I I i _ ＿ I，｝ヽー

し、， 1,~，こ -i ・:. ~.'、

9, 1 i, :~ ／，r i 1 |＇,9』'

) }、-:―; :こ，リ］ ｀ 

JI」し月 ［こIIIりご卜[;1|｛「i<; 

｝．，`．，’-及！、1［ ('-l l二":j~二，9, 、り {91’[, --，9-l 、'’91 1)’j l:[ ；［ 

,・' 
;9 l.＇-、

--f _—} 
II 

1 91」:、

辛万l―,．； 1..、

着
『a'" 

-
｛
『

L

一

,

9

 
二/ 
ー

F
!
 

9 、• r } 

、(9-- ＼ /'，` 

` r•9 

-― 
4

,

 

,
i
L
 

,ji 1,'， ;J 

，
 

一、`

I {,  9 9 9 

，＜ i) l [ △ -［ダ．了f'）

•上'`’i'i li l .,．-'-'’ -， J'］，1 ＼ー＇， r，1,

,'） 

',，＇」、

-.'!), :,, -','― ―::.., : ~ I-l 

寸→し』こ二 1, ＇].，iL，ニ

＇ '，・' 

9
,
1
 
• 

.
 4
 

9
L
9
 

J
 

,
L
ト

[＇r l'・ビ闘丸，｝＇］し —t|[ i， り［＇，：＇し『91/）＇l• I~[ I ! l 

,'J I 1 |,、)梵11(!Vi,: 

: r 

；，し『［ピと』f'、へ）-： ；＇））＇）し-,

, f 9 、-
i、!、 t•- 9 

; I,_'  
、ヽ上、，ー''・・

',, 

こ ・iし外、I、1|, ; l，、ご l

人

どこ，＇，

せ、ル・伝

二('）よう

＇げ、 :~I―11 

:、 i1 ;、ti1,1iiル、 t

rJ I,‘i:，': •-一

, i i! [fJ : --1,；． 

1 /1 1[＇l ． ilしli iLし）一l:」也）＼りしII化」 t| l9ぃ1,Itlgn¥L I I t,1 1,-'. 9 

1JII化］＇.la I)（） ll t・；l［9 2 t l l 9 1 l l : 1 1旦： :<iJ集

ぎ：〈，」［いい闘i）内容は

；こ Jる 1_:l且＼，｝； ［］的改，＇」，

且':i'ヽ［~ピ ：） 1, ご 11'. 〗,I I I I i flごく[tu) ｛云 •r斎~:.,'.·, :,、

，t)わ4上，`、しこ促，；［ざ、il-91 ：と

T,  T’ 悶］‘9:I --「月叶る「 I視的牛庁閂い： ＿i:． 

~·.1';,ー オ ,;) '.)J児；ーー1¥＇l寸 ＇ ィ 、

ーク ‘' ; } 9[ 1文寸 :: ' : :. t 

仝,,

：：バ(,

し）;;};i::.;i, 

}，’I欠I!; 1 fiぃ人＇人ビ て，

｝ヽ',;;,丑[| 1,] J) ｛l ij耐i-9― 9 

L 1レ1,1II:f.-、！1ノ―こ v‘ そ＇） ／」し 9

肥i4

一般教

＼ こ ： ＇）了K'Jしi] ,/] ｛fJ 「IJ_l . 9:」, 1 9. ;• 1,1 J :＇ 19: • i・贔，it[ 1̂ 

占し喜：味v'）丸る i:1+；累，’r・叶 I.1 | l、＇こ．

ピ'<‘,1間：（ii"'，";,1¥-I―心こ

,, 7, i I lj,:［味'‘,9・)、99:9,'1^庁；｝ ］股 'i,1̂ ］1i1i ` ： 

r
・
/
 

t i＇ュ：J已l！二；’;ふピ

： ← -9 :こ'[I, 1 9,  i賢：！1＇’: --’、9] /、1-：―→ 9 ず～＇，I ー！1，］，f ]，: lJ: ；、：

'.  
9,、9- V I 

'__ ;''ヽ：し． l i：：： ； ［ヽ` 9 1, Iへ＼｛、 li¥J]丘，‘：i、̀、 9＼ートん＇↓ [兌： ｛しご

,・ • ;-i唸・')J'：.t'．Iび

り甲りJ!1-V1, i-9 ：こピ、‘‘]]fう一＼

I, 1 i:IIj胄i斗[iこしる

沖：り彗•ミ諮，こ t ，ご，， i•iJ.ij期間を 1 文 'Tr -J・こ、ビ！',

し、

l. 仮説

; t I. i/1; ~, 

間、[!’:'亡！二吐発展！）―’l ー！＇ズを跡／ー）け守

＇望 /;,II;t 

''-_,-)ぅ

’i ,＇i 1 1,•ヽり四党：発）j心 i i +1 1 1.j^ へに密拉九伐l暫，こ
ゞ

4j
J
 

.I 
一

b

~' 
＇` '

I
 

｝
 

』

9
、-.

，
 

: ^ }，こ展 ，1，l ake -（） il― ，アa i'lァ 9、it, 

的，［、Jci-r`  

9,'i }＇̂  }←、『．一

四業土

滋業技術の国際的伝播

II本，．¥ij}鮮」；し')、、合記：こ」；i t, 9）此湖

叫治末期lこIJ'

閏唱i炒i‘)＇］） |T]雰

-i ;ナ-,1J!,,ti)梵位 L'9だl也j戎9'し`]）i叶1[ i，i、!-（1) 

ンート 孔'il| 1 1 1,'、'‘’.） le,t: 99‘j今 ざ/il )），: t /; t‘, ｝,: ， 

9 1 1'l l. 9, i'¥J - 9 、 - , ・ ・'. 99....9, -. h.  9 ¥',、＇； .,'o

ね瓜，閃菜技i.h'）：但ふit 新しし~、技術 v)l↓il 発．

入二'<‘’_I lllii面ど、

'、.

th 

,,~ ｀ 

現象 19 9 

以―iご'

・技術の発展プロクス

1r~ 
ト＇,i 

し，ぺi
 

9
・

ビ一
f

9
,
 "

1
 

h

'

 

t
3
 

v/9,、），： ilーン＇を段 19,罰 l；こ論』［て

H本し')t,1h民地統治；＇伴， 9

竹ー11-,＿l eヽ＇）］と間］がJ!f i度£IL 牛寺：二 f;,•;9!i}: lJら

直晏左

"ヽ且9
'子

技衛<})普及，伝播とし、ぅー:-●，｝り）

側由l（こ：｝；‘̀ヽ、‘-;/.. tヽ，i[る／jふ'

多いて` ｀ ／‘")広範囲iこ，!)た．）て{,9/：置して＼ふり）て`

［＇！’: ］［し，9＿比較し-:'

， ピ'<ヽ v,(1.1,j !fi ．タ,-;~氏 i見':、さ、't ,、 I勺ノふ-

し、｝支臼（，‘)空間的な拡散l．こ「I'ム＇）て地域 1iilり）競合伯件

，＇，＊ 1：閏，iこ，ご，9:る；1打’j[, 

技術，、バ普及、空間1[J/‘、)ムか

文-iしとかい地域に』;i「る仇

’!,9、!ii'i'v’，忙Ij!:^Ii → ii il[~ ：こ片杉緊「、ドJ.して・ノる r /ト::i~ ;,・：よ，

999ヽる見域，こい ij る成J.'：•西 l斐ゾ）スピー 1、 J→, r ：こ伴

他し＇）地域 1こいける成にん，＜ロー 9,’'I，ンする

ピ'’'）」見’ふ，＇）・なら」 tる，

悶業経‘[＇：単 {,:91)」i-1i「に

ぐして，糾し

技竹iv'）国1累的な伝1―1frとし、

：，伽i!iili)、'̀ ‘じ）分析左蒻人す心こと tこよ，〔― 1 H本

こ，； ；，｝心{、'}•i’'if 一成長·一倅滞一成長(}) < :）かえ
しこし、 '-Ij，こ其lj忙J杖§E)」をフうロセス尺つ9 台幻わよび朝

鮮八` ！：、＇）遅，i[た地）丸こわける農業生iB豆，い1炉 9)fi

tり統一的：ことらえることかでさよう。

われい）lは主ず股業技術(})地理的九伝播

...,0 
I 



1969030073.TIF

を詮［町ずる佼況を炭討し，

カ国の生産投人、［），グ「！ ］，J :~‘ーをえ，ガ上芦， d!;.，岳．．
•バ心の

発［I[；、 し々一‘

レ`―-、一・= -')、，

：：：： ー9ーーし',,i支ii、J

ら—·}伯，；i してゆこう．9

ilt;li」休ji―-j; ; rる！：：｛！ ［＇← ’1, C)仰J!l i 

1(:ごく］計， ー！｝ ］ 1 - ー：：， 屯永・リ田氏は次の

[ -) ］ ； 1:］ M i 1，す•‘：し） ＇：）位，，見を捉 11/¥ L : -、‘、̀

ヽ

＇ 
ヽ
ト
.，

 

ヽ
9
.
-‘ 初川］，し」丈 li l}而言、三代化八噌，1＇[，＼--{，、‘て院

五＇〉オ＇］ 一こ

月— i)、 1;佑！）

,’-i--9 < iし；「IJ v‘r• }，ft)],s．I'『1tJi忙if')9 -•9 , 1 9□(） 

Iゴ-,::'
9 9J I ll i ［た｀

えl,｛ 1]、／―]、し:； i -_ |, 1_ 1i'̀ r• 9['-，9:） 

且＇ビ竺

、̀-，1,；，’, m: 
I'メ、 9,＇J'-＇‘ 翌 1、[li¥ -i :’‘9 --： ふー］） i＇i ] I ]、 I一令 礼i

l＇`、技 i，1]'•‘! 

f
9
 

~
ヽ

い一る

ブ •9 1 l,』'）;I : r. 

1 ;!; (［iり，‘し`

因をげ；→、こし、！

”!） 

そ(')仮汎に l,t→し‘て 3

l I i、JII l_ー：、ふ i)、

,.'i, nii'l.ビ＇＜ ＇`．，｝々

こ、、う場釘!Iこ

J), 

ヽ、'‘ー・
9
 、＇

'I' --9-+•• 
1 、,J.

： ふし ］レ

」支i,：j e -) J liル、it ] ［＇t:，i (［） 

）， 
＇ 
‘‘‘. 

q

、
fー̀レ

1
9
 

ー、こ ;,;~II) jに＼：，i,，う

-_ v,jf水・ 1:1田＇反 99，；；'.!,•見比して国

＇ 、ヽこー ；い、')t ~ー） 八：仮

泊水仮；＇し；こしるど、 Ii本1-r11)、j0j技

~1 1 r―7 ー゚ー',I J △ I i :」；":、｛企｝・：こ束，化し、―→;,！ -I9上9

：こそ l、!)--'9 /！J,  1I] 内で出只し 4-—ど←｀ 

し、-i• I''尺 J門')了9 : 1,l 7' —` し、） ；こ）：刈扁1，ア一I!!凸！）しttI'),'， -

＇レ／i』外延1『JIこ伝播1てし、， tて！ i 、-し［）役悶でぱ

日4こI叶凸J‘―ii:々:：： "こ？互」と伸］し＇）じ父，｀｝〗 ，＇":一どジは， ＇茫耕ヽ

や IIItl巳叶力強'~、 ifI Iりf:．し←坦」，’̀‘/）品極改良t；`ど） ／）努力

え9 ，五し‘.)9，；し、竺］ ｀ -L i I, 1. 1、i]: iII9['-＇ 
； 9 :し， I;

,, → 1 T~ 9-Iーノ 、一

1|＇'Jし:h :ヽ.:;''-:・、

戊丁：），ピ・':-_

J
 

rこ、リー
1
 

,f 

、
9

.
i
 

L

-’▲ 
/、

し

1!、1] -9 、i,j’I ．̂ fli j一・｝佃ビ、

.、J叫，し：こ：［ ［ ！ r (喜位’I

ど11‘’ート外延ド」＇・じ j!［9 ::_ ！ : 1] :＇ 

；ノ

•I 
1
1
)
 

●

1
と
lr; 

~
 ・`

．
 

L
 』

9
し）ナ

；＇I | ： ］」リiこ； ＿t， 

II本人（り悶

a
 

-

}

 

J,' 

.
9
/
 

、2
マ
＼

↑
l
 

ー
！
 

；
 

フ',• [ -'..，．,’ 
-'、,9'` 

只J旦— ごー：：」．ヽ` 9.：ヽ， r

T`”) I I I‘) tー，

て 1位j算 i::.-―—ー，こ，□ ： Jこ人こ＿ 1 ̀‘'，」こ，

k~1、9夏；’ふ

9. 
rじし、J

9

 

：ー］）延長ど

と砂

. -, }、j且l'[Jだ鼠

□I.：成ずる

I―1心I仕］こ． v'）忙iカ

：文lf寸＇）仕 i心i也

ダ／）ノ；し‘

り[̀  

」文l{J、・h'if如llりなi胄五，，1̂！仕1:をi『山:.,;こ，

／｝、＇ー 1::’Iこと廿iも也：こ人柏し

|、しil文li学石や技術昔｛よ 1~101 ~41年の

間には圧倒的に日本人であった」(t13)0 

しかしながら-

技術 r゚ ールか出尽 Lてくると，

よう：こ発展のくピードか徐々に低Fし，

し、技術デールの創設をまたなけれはならなくな

る，9 ところで｀伝播される技術は，晶本的には同じ

ようなダイフ＼＇）も (1)である。

こ，.！）聞 J) ，恥しし、［＇口業技仙~は，

良ど ,~:11 として．

的｝［ i好将ている，

掃さ，llる地域にj;＼ヽ~、て tt, 

しに日処およぴ経済環唸L，成立して` v‘なけれtt‘な

ら，i；＇<‘し 9

J 卜• :j、1]1『Jiこ巾要： （9ぅ IJ'

‘r’f rc 
I t'‘’ 家放労働を中心に小規模な殷業経菌か支配

的9¥ー];、 ｝―こし、る。

廿Ii}、jし、い伝f爵と 11ijしようにズムーズに行なi)れる

条件か料；）ていた（このことは，後に生光係数の比較

に上，，てし、っそう検討される）（9

，
 

l

-しi
 

L
,
 91~ 

t
v
 

雙戎としこ→｀ 

あ（｝られ tう

杷I,i[iiL,、

;l し'-・，べ仁ヤ
9 _ -‘‘’rた 9

叫舟‘}’でiよ

は敦宥者とな

台清国内で技術伝播が進行し，

大川(/)肥料投入を（半グ）た労慟集約

-_う［た夕 fブ(、')i農業技術か伝

lご/スし一〉地域にはし、る枷東では柏作が

，うヽ ＇），労＇働供給ヵ入非常こ既

こ(})」点で，

伎術伝播とスムーズにした一✓_,の大きな

柏民地政府による鷹付の教ff活動が

柏尺地統治として一般教育体系を

労働力り『｛的改善を通じて新し＼、、技術蒋

人ハ l：壌を形成しだ， さらに、

種—f交換会、

閉 i/ 9 --、e -、-，ぎに役',t;1jは、

J~‘']) f立1:1犯[t'J八：I）とそti―-L , -、ーり[fこさZLた

悶林学校は

年',こ：こー「了i）＼と•こえ｀

仇l心1J冬梵し＇）ば J県it筆紙戸述へ I、［し得，ナこし、•9 9 • 9,．， J 

,.I 1 と恨化さ i しこ• V‘ ／ふ・，

二(/)よう：こ，

)＇ 

‘’ 

日本の楊合と同じ

一般的に苫えられる
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国際的な技術伝薗が

日本1月内の竹及プm

農談公を辿じて老農が

雁［民地政府の研究普及市業

•••その卒業者は昭和十一

・・・・・・ぐの約五割は官吏或

．．．．．•全鮮各地に散在（し）．．．．．．

農業技術の伝播か仙ね＇・内に同じよ

う九自然・社会・経済環境（／）もとで，

次の新し

たとえば

教育活動を
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介して両外に t て拡散〗 1こが， 詞時に、

低廉な米の輸入となってはねかえり， 日本の停滞

か顕著に欠っご現われ：芸た。

2. 各段階別成長率の比較

日本，

H本への

台湾二＿：、び刺釘，こおげる農災、発展を日 1>

農業技術の国際的伝播という側面から統一的に理

解しよレ〗とす乃いれわれ、「仮晶t,

検討されなければならない。

生産， お上び

,11の成iご訳を，

；『，＿i；によ ,
J
 

そのために 3カ国の

術進歩')1指踪どして，パ七地＇い笙

長期データに［とづしで“詳細に比

較検討してゆこう。明らかになった 実をもと

に，技仙い内包It()およー］外延杓発展を合む農〗y:＇L

産の発展パターンかまとめられる。

1 1 1 農菜生産＇～政長率

（農産物生産は，やや窃！ぃ成長率て 19H~2⑲三では 2.8

%, 1914~26年では 2.2%）。 さらに，

九るい異常パ生産い減少により，

ナスになり，

に成小cぷが急lこ井する，一

徐くと， 1930年代の平均成長率は，

おり，朝鮮では，

（口）

期の成長率は，

ており，

わかる。

平減し，

もし，

戦後の動きを五ると，

1926年以降に

成長率カペイ

その結果 (30年代にはいって）， 回復期

この異常な後退を

台湾の1921~

40年の成長率と全く同し水準(})4.3 ％にも達して

10余年のラグの後に上方屈折が

Cならか， take-9)ff期にはいっにど考えられる。

主ず台湾では， 回復

1951~57年で実に6.33％にも達し

急速に戦前の水準に日復してきたことが

しかし， 1958~62年では，わずか3.44％に

1938~ 10年と詞じ tうに急上昇の後の鈍

まずはじめに， 各国の農業生産の動きを，指数

」）よび各期間いふ力年＇じ均値''）戊長玲，こよっごな

ると，次の諸点が明らかになる。

切

ろ，

団鮮，

しかし，

られる。

合芯とも，

るやか t〗]東度で生産が拡大していた。

長率をみると，

L：率は~'\,で，

まず台心打ま 19(）（i~2(）]まで！）戎

特に1:J]11年代：エ l5%:-ーマ→ぎた '<‘o

1921~40年にはいると，

りとい:!,'，りい］覧］？？率に

日本い）｛直民綺di直後：tゆ

してし、る。

一時的に成長率か裔まったか，

し`9，9,、心に以；ぐ率(「I上方屈柘，り：み，-,;!l,

持続的に高い成長率か維持される。

朝鮮でL農業＿11ー産で］口ると，

2.02%, 1914~2b年でみると

各期間の成

2倍以上の4.21

1(｝ lら、 16年ご‘

1921年から明

3l打ごろ

すなわち，

(

j

 

台

閏，農業し1,rake-（）日は1(）-：1年から t［じ丸｝たとぢ、，.］

しかし， 3（)年代にはいると， 徐々に年々

しプ）変動I'→欠き，＇ rこり， ； `＂を率，＂低下しこ` 、＜

tCわら， 19公1~35年の成長率 4.53％に対して1936

~
 

.
i
 

~38年は3.25%(1932～ぷ年では` i．41%,,3ある。

lり14~21年の間に

1.83%と1920年ま

ての台p'心とほげ詞じペースで生I)［か柑；、して，、ヽ る
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化現象がみられる。 しかし，最近ではふたたび 5

~ 6 9oという仇い成長率を示している＜，韓国では，

1951~57年間では 3％にも達しないが，

徐々じ成長率か閥く八 9)，

II 本の生}•9在の帥ぎをみらと，

から take-off期にはいり，

＼＇、た 1)』'

いわゆる踊り場現象がみられる。

に期的己台冨

年でけ (）.02°りと後退している．｝

且ー（），7%と位退し -rし、る。

低い成長率しかあげられず，

その後，

196(）年代に；まいると，

1930年代 (take-off期）の成長率に回復し， 4,5％と

いう iか、水準こiiして、、る。

い） 1890年代後半

急速に上外をつづけて

192(）年代にilいると，上昇率が低下 L,

日本の成長率は

憫鮮，二比較し-こそれ日：竺高＇、パる

ことはなく， 1881~96年では1.1%，特に1888~96

しかし， lぶ！）7~

1915年では 2.28尻特に 1910~15年では 2.87% 

(1911-l:,年で： 5‘'6),i： ｝立高に土して＇` ，、；ふ。そり羹

低下傾向が続き， 20年代には 0.03%，特に前半で

その後 lii %以ドの

3.1年以降になってよ

うやく 2.39％に回復しこいる。
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生庁の絶対水準：、よ， 滉僅の＇変化によ）て動くの

-r 

‘’ 
必ずしも技術口弯（ヒを十分に示していれい。

え--で-、ー、， ；欠に七地当たりの生産性の変化をとりあ

げ，茫業技術の変化をたどってみよう。 ところで 1

土地生産性をみる場合｀ 耕地面栢当たりの生産性

が望ましいが' その場合には， 当然投入される労

働量が多毛作化の程度によって異なってくる。 純

粋に技術的に考えて、 叶定の面積で一収穫期にど

の程度の収贔が得られるかを技術進歩の指標に考

えるならば

であろう。

作f寸面積当たりの生産性をとるべき

われわれは参若のために二つの生産性指憐をど

って比較したか， 百湾は1920年ごろまて：ま多毛作

化が後退してし‘る，しめに'

性のは下現象かみられら

沸蛇面積当たり］）生弘

-しI):!珪／＼、 、匁刀 tl,

術の役退：：：考，｝＿る一とはむずか-_< 
町ら，！いこ技

ki井馳が耕

地化-fこ珀果生じた現象な J)て、 ぞり；意味で：i -

挿の裳業＿生産しり発展とうえ、＼れるc

19'._'0年以降こつ、、ては， 叫鮮で｛少しず多£

Hねまihl也面噴当たり

日本で寅作が奨閲され

竹化，E進んでし、る tこ／ご，

い生脊性＇し/か i！かし、）な、 ‘o

らよにべにばつ＇このに 1!）'.!O年以降と思1)打る (l5)。

仁） さー、":, '「産1:．：の{1Jさ，ま各11寺其l芯）技術巡歩］）

且相：どよ，）叫'{パこげか 9-f上バら•;：じて＼、ヽる 台湾は

192(）午ごらよで，

仁停滞してい亡。

七｝匹kil[、「生はほど／vど同一水準

1906~20年の成長率は， わずか

I) 6り 10年代には0.35%と，技術進歩かほとんど

みられなかっ，，~7 。 ところが、 1921年以降の take-off

期に：まいると` 1叩 1~40年で 2.5％と大きな格笠

が生まれ， この期に急速に技術進歩か生したこと

を明僚に示している。 しかし， 2(） 代仙半には

4.0％ときわめて高い成長率であるいに対し， 1936

~40年ではl.6％と鈍化し，技術の水準か高くなる

につれて技術進歩のテ／ホも遅くなることを示し

ている

朝鮮でば 一時的な生産I、生上昇後， 自然条件に

影密されて年々の変動が大きい。 1915年ごろから

のきわめてゆるやかな上昇傾向も 1930年前後に大

幅に低下し， この後退からの回復によってようや

く生産性の上昇がみえはじめている。 1914~26年

の成長率はわずか0.06%, 台湾1906~10年と同じ

く全く停滞している。 1924年からさらにマイナス

に転じ， 1930年代にはいって 5~6%と＼‘う異常

に高い成長を達成してしる。

産し（り異常な後退期を踪くと，

前と同しように， 生

全期間で1.16%，）)成

長ぷに対し， 1930年代は台給のlCJ21~40年の成長

率こ仝〈同し平均 2.59りで，明らかに大さな格差

が入ら』l' 朝糾でもこv'）時期に技術進歩，が生した

こどがりかぶえる。

困 I―1本（：り生産竹0)重ljきをみると， 明治の初期

にいけるレ，ミル｝’ップ゜現象綺 がなり大幅な＇変動

を繰り区した後、 1S95年頃主でに停滞した。それ

以降， 初めのうちいなお大幅に弯動しながらも上

昇に転じ， 191(), 17年煩まではかなり急速な上昇

フ゜ぃセスをにどる。 そり後， 19?（）年の前後10年間

は，停滞ないし後退がみられ， 1927, 28年頃から

よりやく，

いるが、

ふたたびゆるやかな上昇軌道にのって

1930年代にはなお大輻な変動をくりかえ

す）成長率でみると｀ 1885~95年では1.4S年特に

1888~96年では一0.26%と後退している。 1897~ 

1915年では1.7％とより高くなり｀特に1911~15年

では2.22％にも達している。 それ以降は， 1916~

38年でわずか 0.35% (1921~38年で0.38%) と停滞

し， 1935~39年にようやく 2.1％に回復しーこいふ：）

（へ｝ 戦後の台湾の動さとみるこ， 吋復期でii急

激に上井し続けるが， 196(）年前後に t；ると， 19~0~

4（国間にみらかに長期的上昇率に近ノ）き， やや停

滞傾向応みえる。 最近てぱ， ふ．＇ピたひ高し、上昇傾
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1. 生産閃数と技術追歩 •-neutral case 

泊欧てi： ` 生J栢 c’) 戊k辛ど—-1-： J し＇［生窟r1□ 1こ｝｛卒
1

f

 

r

-

ヽ

を

"” ,J'`こ

I ! i ) , ！ I I I'1 ! ！‘1 : l I 9, i { f, ！と 1,’’ ＇， 予も！： ＇l ：，！ ( , 4 1 9 ; 1 " ，1 |｝ 

'1,'1, l, i,i 9,r i ! i [I / { !： !,，l i ;,, i’, : ： 

lI 卍`―！-］し――;: I’l [l‘'] ！ ！ー，；．i：|}i」

，て各段階に」；ける！農業生酋];i u i文11']J変化

しごさえ 七地生所刊(tonc toctor pr0(luc-

い i1y,；どがすも U）ズ［＇）＇），以下では出投人要ふとに

刷～ざ iした技術の進化と生庄I¥!]放f~ t''て.;I 詞し-•一

t し）） -「., 
‘• - 3 

--謬けるい視的なわ年関数げ一般的に次v'9)

る，

j‘J、|:, l I.［こ，‘I

i -: . ' . 、 t『｛ 店［ i也 j•Ilしi） ・ド＇塁 '1了対0) J・i'f: ｝」il,！91,＇｛lii•I; ざh 

て‘吋← 9』，｝こ，j] ．^芥1月，

｛、長『1,

↓, i訊`、1T); -ー：1,，散し こー、 ／、一ーと

成l、こ 99し↑＇冒L→0)i {’/ 9し

1 ←9,'-, i ]］ -― -f、-＇、;~ :'-へ‘→ teI I I『~：こ―191. 

械的，ー一→：．し,)・,:十．^）オ ご＼ ，＇ご3

(1 1) 9,i，}＇t, 1,、！｛1,, 1 !「fl―- 9 9',」9、11, 1月」

よう：こあらわされる万

Yi l〉二 YI□1 (l)，L(l)，K l)，[＇1)，1] l)，ヽ

Y ; i化皇， 41i i -l:地， Li t労慟， Kは固定責本,

Fは経常対、 T Ii技f,91、[, tは1胄間を示ナ，1 この生

肖1り放は tに」；＼ヽ ―一、硬よ、1,19, K F J-)1'と人；こ［

水準 1‘し［）＇！，ビて Yi)生 I)t:),しるこどを示

しこし、／：） ／＇）＇、 谷渇心と主庄ピ J)l見］｛糸こ知るに Lりに

i t、さら{,_:_， t i) !［体的しこI}り数叫'1'とトl)(_＇，、ify しIL[

1ナ1し：t，9 [` V -) tiし'‘-

;！） fi l,1) Aしiよ廿ii看闊U)-E、こr、,： 1、こな・‘) 9ご， 次い tう

八コプ・ゲゲフく州jり）生廂lり数を月1し、て晶嘩を展

I閉してゆ‘一ーう

Y(1,9) ＝ （＇[ ：l ! l‘I ! r L, i 1)＇（K (t)) 9,・ I9‘'I :） 9'i!，.．，．・ • (i) 
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(x, g, r, 0は，

常けの生環加，

で人＇，る。

各弾力性の和が 1, すなわち，

,！十93-,[+土-1

な'̂¥::f, 

Y(t)は，

1!,11莫に川しバ遼不弯であり、

Y(t) ＝ (~`(L I'（人1))¥l,t)) 
A(t) A(t),}A(t) A(t) 

E’(1)t 

の上ー）にからわ、9Jれ；。＼ こ、））式に／‘：まかる土池当

た；9，＇i生lj’:，

すと，

それぞれ士地， 労働， 資本，経

，r，ま技1II'［進歩1,C̀ it定放項

お上び行要素パ大きざを I卜文字戸示

Y(t) ＝ （＇(l(t,＂（K(t,I)、f(t;E•<L' 

3'式，こついご両方，•り対数をと：，

じ池生廿性

........ ·•...,:2;. 

①, 時間に閃し

て微分すると，それぞれ成長率 Gであらわされる。

(;y(t)，二 l{,̀i / 1+P(I I (t) +-） GKt' 

+ilGF(t)+a(t) ..．③ 

GV.(t) = f3G:;(t) + rG'; (t) + oG~'(t) ＋び(t;" 、．． .4)

、(，；)T (t、'-• dY(t:, 
cit. 

Y(t), 

G、,(I)
dA i 

dt 
iA(t 

は，

,j, t)=(7(t) 

すなわち，

生産貞献糾＇「］を

がといえいハる

GY(/J二

d(l'1, 
A ` ヽI

d(t) 
I lI'(／ 1, 

面心で—匂格した生凡芯よひ七地外野i （訊成し祁

とリもなおさず③オ〗よび④式の左i刀げ当たる

大きさ（五，（見であり，右辺をみることによってそ

れら 1よ各要ド（あるいい卜地‘l,1，｝こりど、、反）の成長吟を

生産罪プJttでJJil翫した[11と技術進歩‘年と f-分けら

れることが明らかになる Cかくて技術進歩半 (J(t)は

(f、t)＝(,,•(t) -I (.lG 9 / I十叫IIt)-t （(;" (t' ,i(；,9, 1 1 

心，i勺切I)＋，1(,‘II(t)）

前章ですでにみた成長率から各要桑の

‘た位としア技i!I\J進歩 9バ大ざ〗

こ(J)こう，＇［夜術州歩は l ッたII、

流の中立的技術進歩と呼ばれるものであり， 農業

では五営能率の改善や如種改良を叫じて cなられる

効率）上昇ど示している J

ところで，

えら;}してし、るとすると，

当た t)の生産）および要素の成長率から残差として

中立的な技術進歩の大きさ (J(t)か推計されるか，

必jしも厨期同し大きさにばる必要がなし ‘o

し，';:'.)；ら，

同時に 6 も推定され，

生府弾力袢を生産関数で推計すると，

標本に含まれる一定期間

中＇）ド均化）な技的進歩結しか 1月らかにならなし、 C

しだ，‘戸って，

もし生産弾力性が一定の大きさで与

長期的な生産間数に上る技術進歩率

の計測に当たっては，

毎期の生洋（あるいはJ寸也

期間を意味のあるように適

切に区分することが必嬰に，-［るが， 発展段階別fこ

異，1i た生産関数を設宇することによって，

難点1まある程度回避することができよう。

2. 灌漑，肥料，

しか

ヽ
jけ＞ご

農機具の土壌改善効果―-Land

augmenting case 

枝r，行の進歩は必ずしもヒ、1 クス流の中セ的なも

のばかりではない：

る。

し
Jる

Y(t) 

Lにかっ C,

寸i:！うち．

た部分が，

ある Iぃ，

ところで，

進ル、｛＇は，

農業の技術進歩は土地の質的

改iSという土地賠加的欠技約進歩もあれは，

討し位け，！しばならなし‘が， ごの問題は，

労働

のい！／］改善とい弓労働咽加'fJ技術進歩も朽えられ

いま，土地増加的技術進歩がある場合，土地

の'711'.I1}水川と示「指標と T.1tt) と寸ると，生府閃l

数-9. t 次、パ上う：．—あら，！）される。

Y{1冨t1AU),L(t), K(t)} 

コブ・ダグラス・ 'lイプて展併］す

（ら一、,G'．、9-,1五—, 1(，GA,1 = aA (）‘I ＇几(t)
` T、1(/J

..．（4 i 

生産物から各要素の生産貢献分を除い

片寄った技術進歩による生産貝献分で

1仕也増JJII的枝（、村進む半に初期底ごの七池

のI・「布貢献分 ('i・111))をウエイトした値にれる。

七地の質的改善というタイプの技術

具体的，、ことのよう t［もいぶあるかを検

前稿で発
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展段階別に洋細にモテル展開をしている C，筒単に

まとめると， 土地の質的改苦をもにらず要因は発

展段階によって異なり，初期には水利灌漑の利用

いかんか士池の質的丘こ産力に陥本的に屯要な役刈

を果たす。 灌漑池設か應冬湘さ，： lて、．ると， 年々 U)

肥和の奴入；卦．が 1•地とし、戸要怠の 'i'濯JfE)ぃい改砂§

を介し(•生斤，こ•お屏'-て る。灌謀牡、／見を9Jゴす指

椋に灌汀比丼をとり，そいを JR'ーす〗ど

T11 1 ＝い（II{(t),＝ ̀r, 1'＋ IR(t, ・ •冒 9 9, ．（5, 

-—こで、．I は祁漑バ七',r!［改駕効集のたき＇てに間

する｛直てある 一「な｝も．灌f直馘｀・ ().3130%） 

I’lヽ t,（l.6(60'’99、'!::.;曽九［すらと::. J I I9 -＝いな，．，ば、

士:!:Iしのり］的じ汀象it 2 i芹こパる力’:,.］ -1,)； f-, tfl,23 

惰（ l.6-1.：じで滑漑効果：t,J、:＜，いる 3‘:-—もら

', 7,の柏を{[入十るてとによ）て‘／ミ，レーシ'l

ンが行t:_ つりるう•:，統計的検間によヽ＇，て 1、 (J)妥当

な｛直心掛論され、る

肥料は， 生産閂数で投入要因として取り扱える

が，また、肥料の七地と結びついた効果， すなわ

ち，天与の士壌の質的能力が肥料という人為的な

ものによって増強されるという効果を生産関数に

入れることもでき， それによって肥料の作用の仕

方がより詳し <specifyされる。アジア農業では，

肥料は発展期におい＇し急速に増加したか，肥料の

land augmenting効果をモデル化するために，次

のような特殊な式を用いた。

T、4(t)=T,(F(t))=!ogF(t 

したか）て， 片寄．た技術進歩によ心生I凡増加

貞献分に

![A,1)I 
7"t) a.4 0) 

T.I(t) log F(t) 
• (; ！ • 

肛消を［い要1,1のつ，9:し＇9:生I'・［関放式；こ入；li

る垢合ft̀  ！’旦斗り）＇）単，り生 1; と記料，、成1、平 (;l•'(7)

噴i'—+って， 1尼料'•')生屹即 IJ!]貞献ダJゞぷさかるが

咆米｀卜し！計色支＇唸り呆を i池(1) 質二結（ヽ，•つ：：ると， 七

地の弾力性の大小によって彫饗どれ，

(9 0-（l • A(O‘) 
, log F(t)）い

，にけ肥料生肖貢献分，い異、忙る。ところで，（［と

ム＼，（，l），）‘；一定てしる，｝心，
l 

log F(t) 
ぱ胆料J.ll曽投とと

もに低下iる。 し］こが）て， （；r の係数はll’A斗’-、「）

J_:;:,役に伴，て児なり， 一定―中9のり四料投1:，｝八 i,／こら

i-i爵分は凸減する す，＇［わい追加＇ l'-Jれ咆和増投

によふ士則改苦的，f9効り［が徐々に小さくな）てい

るからである。

と-—ろで， 生産W1数の計測に胄t二＇，てぱ， II巴料

い land-augmentingの効果を対数で示すごとによ

.)て JI門料 (7)絶対水準が執たに問題にな~,てくる。

肌料のデータい桁をどのようにとるかによって，

lo!-': F の期間中倍率が異なり， したがって land-

augmentingの効果が相違してくるからである。そ

7で、推叶に当たって期初の肥料の値を 1桁 (log

F=O.．．．．．．）に調整し，

T(t)=x1、+logF(t) 

として立にもろもろの値を代入してシミュレー

ションを行ない，最適の x[，、を吟味するという方

法をとる。たとえは肥料の原データで期初に logF

=0.1,期末に0.5になれば， XF=（）のとさぱ land-

augmentingは 5 倍 (=0.5/0.1),.11,•=5のとき l.08

倍 (=5.5/5.1)となる。・[/，・カ・小ざいitどland-aug-

menting c「)効果は大きく評価さい ）ゞ きくなる it

とそ¢)効果は小さくなる。このごとは logFの曲

約の原）］きをみることによって容易に理解できるで

。
）
 

l

>

 ら）
 

，刃

悶機具（特に国り）か農業生I布に淋入され、深耕に

上る七地い改良が進んてきに段I~府では， l胆料に代

;!,って農機具い土坑の牛産｝jにりえる効束は，｝ヽ き

し、 ‘--(，＇)どぎ｝ i. 詞`じしう：て，

1¥t)-rl'（log M(t)） ＝匹＋logM(t) 

として、生産閃数に導入ナろことができる。そし
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て，同様：ご .i¥f のシミュしーションにこりて農機

具の Janel-augmenting,｝」 14い）様相を推益；,—ごること

ができる。

3. 教育の労働力の質的向上に与える効更

Labour augmenting case 

質的な変化は士地だけで九く， 労働力について

も若えてみなければならない。

せる最1, 93r要素は 1

は漿業オいIヽJ'，ぶ入をよい みいこし， 栄五：t！見在の

劣った作業能力の改笠に貢献する。教育は一般教

育と専門教育とに分けられるが， 労働増加的技術

-」殻教育によら？；［位の知的7にポ向上と密進歩は

接に結：し 9)し、ごいる 3 一骰敦育を受i‘ ふことによ

って農民は伝統的な思考方法・慣習から脱して，

より新しい近代的な変化に

うな思虐：力』、！方向に変吊され， そ(1)情東，新し

い技術・賑法の導入の可能性がより人きくなって

くる。 また，教育水準の向上に伴って，

の能力'J:i罰頂竺れ， 同l:'［九気人口でも、

て作業主辛い湊なり，罰‘9)『衣欲も強く t£ る

術がひとたび用いられると，

るようになるc

り返し

い自然嚢l•f五，＇）中で，

ールできるようになる。

るが，

って庄倒的に異なり，

しかし，

労働の質を改苫さ

と巫茎そ 1•‘•-＊エ之＼． ctr、久） 教育

敏感に対応で去るよ

もろもろ

]1本とし

新技

学習効果が発揮され

技術の水準にもよるが，年々の繰

-＇、農法に Il,j，I_-、くると，
よりい心に農作業を

［やす

＇’,トロ

かくて，教育の効果は，

知的水準の向上によるより新しい技術の休化， よ

，：、ど；こび一般敦合を受ける．ビ ILiかなか元の翌的水

たピえ教育腐m;F落しても質的

りスムー，＇、 ］虔術の杵及ピ芦習効果こ'-）］｛！られ

剖の功呆は敦育ど、：こt}てし‘;:)I.9、二＇）かによ

切等教育でも新技術を導入

できる／」」ニー！ ：ヽ を決定白， r 右右する。

こうし 4•ーやJ ノら教育の後こし、て発押こ;i !．一

である。

効果は

もの

教育による労働力の質的改善効果を計

測するこどぱ非常に応ずかしい。
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て，農業労働に占める家族労働の比屯が大きく，労

勁｝］の推計それ自体に問題が残されている J)に，

家族労働の質まで立ち入って教育の効果を厳密に

栓証することはきかめて困難である。その際，むし

;’) IPl々 のケー！、こ＇）いて労働行の）質的能力を教脊

に結びつけて検討するという方法か選ばれよう。

ここでは，巨視的な生産関数のフレームワーク

J)中で長期にいビる農業生産（，り発屎と教育と（ハ閃

係をし、かにし：労働力の質的攻冷という側面ぅ、：~）

結びつけるかが問題にされる。

教育水準，

も.•，て，

したがって，一般

あるいは農業に関する教育研究投資を

一定闊間後の全農堂労働り平均的泣能力

を／］＜ず一つの指り虎どし，

labour-augmentingな効果の存在を統計的に検証

することに努力が向けられている

ーヽり方法では、 教育の労拗に［本化された累柏的

な効果が見逃される怖れがある。

教育の芽積が徐々にその効果を発揮していくと考

その江味已，ある時点り教育の効果は過
，
 

t
 

iり．ヽ
9,̀
 

A

9

 
A
7し̀,
 

夫数力年の教育水準をみないれ：tならないてあろ

う。 A.M. TangゃYhi-minHoはこのような方

法をとっているば］）。

心：こいえらず、

いてし‘る

マクぃ的にみて，教青の

一般に，過去の

ところで，確かに労働は，

水準が後退したとは考えられないが，

こ1速に・h尼たしている場合にぱ，

現実に教育

この戌長平

; .. 
9 9 

;. 99• 1.、99 、I!'i: !J :,いの!'.']伶’労働力の＇貫リ）改善率といイ

さらに直要なことは，遅れた段階での

教介は 1り］一労働の教育水準を向上させ，専門的な

、と増りIlさせる

ら脱し、

増加させるという，

いうより i,9 

ぷげ）と盲¢)人々を教育して，

丸っとより広し、

伝統的な思考方仏か

変化：こ敏感に対応できるような労働力を

いわば水平的な（労働力の）発

崩ピいう意味で直要性をもっ3 たとえば， H本の



Ⅲ　計測結果
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硫冶7•- 9)台湾では， 公的敦育は切り敦育の拡大に

屯信＇いドかれ， 小学校い生徒数は、 1り01年の 1万

7S79八＇）入ら 1940年の67万 I＼，こ、こけ'’!'i：ー＇「こ注 2）。 した

3、っ、:, ここでマクロ i't'.Jiこピらえ，L-軟育というの

は， 同一の労働が過去の教育の蓄積のうえにたっ

て， より専門的知識水準を高めていくというより

も， むしろ全体の労働力のなかに初等教育を受け

/:~八々公多くなる。そ'1.1]， '-i[ 、':::＇ ．-` 令体的にみ

質が改善され＿ー），―!'-:)，］，昧をもつように

」Li-）) _.このとき， 毎期＇）教青投心,!) i-,;’'！加は教脊の

許及八忙捗状況， したr-.-:`ー['!le冒よでマクロ的

にみた労働の質の改苦を示す指標となりうるが，

さらに教育支出には一般の農業技術普及事業への

投資（その効果はかなり即時的であろう）も含まれる

'りで，個々の投資の教育効果の timぃ hapcを無視

しこ． i,一定のラグを考慮十；：）と 年々増加する教

育如J-'，ば労働全体の質、')|［，lじ汀？度をあらわして

＼ヽ らど思われる。

さて，労働の賀的改善の大きさを 7'Lで示すと，

巨視的生産関数は士壌の質的改善を同時に含めて

次のようにあらわせる。

Y(t)= Y(T,」-l(t).T1,L(t), K(t)) 

;-1一‘二，教育投資 E(tーり りIt‘’! ?ナ,・示す）は T,.

と '11し 、）し、てし、るが， ~I illil;こ甘ビ ¥ ~ iよ次のよう

な，者々．'llabour-augmcnt1n1-; よって種

々のケースが検証さ札る。

'l¥=T11E(t;)＝、/'J十logEU), 

かU)ゲースに総合される。代表的なも J)は、

Y l, -（‘{I[ll叶— IR(t))A(t,}" ・ 

｛心＋logE(t))L}ヽi.1̀、[I,,＇

Y, l = （1(、心＋logF(t))A(t>]'•
{(x1c-+log E(t))L}f> 

YI.t) ＝（，‘{（ぷ,.+logF(t))A(t)}', (E(t)J泣

ぷ I；，叩，心にもろもろの値を代入し，他の要因

の作用との関係で最も有意義な関数を見いだすた

めlこtryand errorが限りなく酋＇］ i)以:9-l'］二

(1 I 1) A. M. Tang, "Resean-1, andいlucation

in Japan□ Agricultural Development, l祁()~19颯”

1;9 （リ/(11111, Studies Quarterly, ¥'ol. 1 :,,• Fcl)．～May 

196:l). Yhi-min Ho, Chap. 9. 

(ii: 2) Yhi-min Ho, p. 105. 

III 計測結果

糾，1tLii［小二乗法によってれな v‘，砧果は第 3,

4五：こ t、とめた。以下，簡単に要点を整理してゆ

こ ） 

1. 技術進歩率の比較

時間項を含んだ生産関数の計測結果をみると，

発展期には時間項の説明力が高く， 他の要因は必

ずしも統計的にすべて有意でない。 したがって，

名＇、（り拉人要因を種々に組み合わせたケー，＜をい

/ /9 1」,ji」し，統計的に信頼でぎる

範[Hl，こ且祉し］こ。

出率の

：い寸日本についてみると，技術進出字：t,1896~ 

1916年については1.5％弱で，さらに延長して1920

T1 =eE(9, T戸 E(t) 年まて入れると 1.1％に低下する。土地面積に耕地

もし， TL二 r+logEt)の場合は，前述の肥杜 をとっているため， このうち一部は土地の集約的

ー→,,
'，「） l,Lmlaugmentmg c1)L'1言ピ 1ぃli k: -̀ E(t¥：の水準 刊川 ・―・名じ作化によるものでいろう こ("り期の

ー、，j} ：＇， 教育投資 l::j[VI,I)？戸1り上昇率は1.7%，したか 9} -ヽ ＼土地の＇ご L 、，ごその効果が異た ―・モ9- -'― 

>）らiltい「どその限界的た 1il)りlll,,9llimmntingの効 集忙屁Jflj「ii::.lこる部分を除くと、 かは：）、｝）鵡分が

果は小さくなる。 技由直歩に設うている（社 1)。実院， こC)期り労働

われわれの計測する生産関数は最終的にいくつ 力投入は減少しており，技術進歩によってそれが

79 
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第 l表 沖々の生I'i1『]放によろ 'i＿了戸均技，1寸

J1歩率 (Iムりり当たり！い推定値

本 (18り(,~1916年）

ス： 1．469 l i) A24) 
ス，と』 1.48%,1 1. ：134) } 

参考 (18~)7~ 1919年,) 1.04%(0.27), 1.12%(0.31) 

f 硲 (l(i'1~39年

ヶfーロr: 」［ エ／攣｝ ：：：tn積＇,技術::

朝鮮 (1931~36年）

ケース乃l1 1. (）799)＇1)'43) 

／こ/： (:> g悶。；；；」誓l{，1 { j i i積当L リ技術

ケース (1:~ 0.79%(0.43) 進歩率

ケース 114,， 1.04% (0 89) 

，1) 各ケーバ士，そii,」れ生産！出いこ異な，［裏

入要因を説明変数にして推定された技術進歩項の

伯である ？ーレン（＇叶は標準陀炉~ 土地を耕地

白If責でとる，1，¥ 作付山：h'lでとるがこらって技i;、［進

歩率が異なってくる。

-

[
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第 2表

Y＝生産

F＝肥料

生［i［間数の計屑•屑［し1、し

A＝土地

E＝教育

L＝労働

］たり仇化心歩

IR＝灌濶比率

H 本

(I) 1885~97年

(1) log Y=0.CJ613 log rl+0.2253 log!E • L)-2.9866 
(11,cl/~9) I 0.0707) 

！し IJ.9164 I< =0.90:-l8 

(II) 1896~ 1920年

(2 log Y=II‘い11log(l L{og F).'l 
((I l -'1 (、1)

+1)←(I 15 log,11 --log E) L-ll.6071 
10 05676) 

R=0.9622 R=0.9539 

! 1 } 

(II) 1921-39年

・ヽ] log Y o.；＇691 /(）≪只,:1• F) 
(0.0661' 

+o．こ09,．い(l+logE)L-0.00001 
(0.1:339) 

R=0.9hi'l R=0')ぷIS ]）W 

log,・ ・ l.'.::680 fog(! +log I互1
(0.1,:0り

+o 081:-l log(E, L)-0.8775 
(0.072ふ1)

R=0.9:ゞりS

(8) 

(9 ̀) 

, 1 (）） 

DW=:0.0415 

タイ [og Y=i) 45 [ti log(0+llく）A
（（）．（）団）4)
パ0.569,Jlog L+...... 
(0.1736) 

フィ¥}ッピン： logY=0.458'3 log(O+IR〉A
(0.11 :n, 

+0.-'0:i 1 1og I、1
(0.1979) 

～ 
R =0.（・}85'） 

2 7946 

D¾,アご26:!5

朝鮮

(I) 1917~:l6年 (1928~31は除く） （Y＝農業生産）

(7 log Y (）．．兄42!（）且（．目十logF :4¥ 
(、（）．2:122)

-（）．2787 !（JB (i十logI,、9’,L+1.50'8
(0.2105) 

～ 
R=0.9819 R=0.9785 DW=l.1528 

(II) l(）ll~a6年 (19:!8~31りは除く） （Y -！農産物生
産）

log Y =0.14:l5log(:3+log F).4 
(0.0907) 
+1)．1425 [og (］ +log lりL+l.0271
(0.2146) 

R=0.9160 R=0.9101 

log Y=0.1486log(5+log F).1 
(0.0923) 
(）．1345 [og i+log I::I+1.03(¥; 
(ll.2161) 

R=0.9462 及＝0.9404 DW  = 2.97T2 

log Y~0.1510/og'.fi+log F).l 
(00931 i 

-;-0.4307 log(3+log E)L+l.0457 
(0.2167) 

R=0.9163 

（注） 土地に，日本は耕地面稿

面積をとっている。

DW=2.9591 

1バV=l.'.::'.'41

R=0.9405 DW=2.9852 

合湾，朝昨は作付

台湾

I ¥ 190:.C-:.:L年

(:J) log Y=0.6:121 log(O+IR)"4+0.44:,0 log L+0.5586 
(0 085:l ) (0.3974) 

ii= (t.980:1 f<=0.9774 /!¥¥"=l．叫．6

log Y=0.5016 log(-l+IR)A 
(0.0697) 

+0.60 15 log L+0.-1651 
(1):図 11)

八' ll.979:l i, 0.9763 f)¥V=l．図巴ぶ

参考： （クロスセクション資料による朴恥i・)

、`
1
ー、

ー
•( 

可能にti,fこのである

ととると勺

台湾の場合にも， 発展期に土地として耕地面積

技術進出字は日本と令く同じ約1.5%.

作付面和ととると白 1％にt［4：）ぐ技術進ル、リ）0.5~り

が土地の集約的利用・多毛作化によって達成され

/-_ものて→ 後にJ-人，；9:），；`うに， 1訂期から整仙されて

ぎた灌漑施設によるところが大きい。 この期の士

{;。
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北＇｛庁、 |91̂]） : t :!.日＇ー，（） ：こ｛）逹しご＇4一、心；／）上`，¥;,は

： ｝オしvlJ TE }}9 1こ（人了J I ・'.a9) I h i ;(i」}『--、ii,9 ：こ｝、・:·,'-~•'..- ;;、ン］

, ｝， i !，’'，-9 →’, 

-_,-,,く、ヽ：・1; ！ i』,1ll l ／ナビ` ； 

）s]月，、オ，it]'’9 )＇］＇) ：—ー，~＇▲9) ，こ ・Il (［、[:；也;-I'1 -（-l i f i h’, 

をピ，，'・:ビぎ＇「）仕 'l-.：―いり、 ： t 」-＇← ，l i、1、、 Iri

i i f Jヽ げ月9(I・i,.I -- 、9:,9 : r -,  1，疇、i［I, 1 -1 --l'. ì̀ 

9,、-l ヽ~:)こど 1、'［)］ t ̀, 1;‘9 : --i 9,―:：)': ！ーア．，二，9）|t)],•') ［：,I I 

韮］9:し） E]臼'l・・ 1干『1月[l'、9; I））ム □．]'t9）てふ｝ ｝だ—:-＇ピを見］、

レ-) と、 へ：：： i t I ̀, : } 'J I i lヽ＇「9)；’[罰[;Ilこ叶'•{t ij ！［ツ`） 1，・ /；｝ }‘9!， 1.．i t̀＇ 

.’L:1 ]屯，｝1 • 1―し f,1•1 J fi } }. tこ：・t -！ ごし、へ）-.ピ、1、i.i [ ！ i II(Ilご＿ilる

ーと＿ ！ i古県、 い1,l) ｝ ｝ （-}「月1嵩て『＇］六～ 1しiii'，「） i・；、；―忍ビ`、り

｛反，，屹，9:a，究，，1ー11/j i―-i i :［』[~: 9！し，L-＿ピ；ぐ，／＇ーし已），iしろ 次；ご

ごツ］）［〗え、こ1 ]出＇，；勺＇し{1, J〖土〗ン t’ だ，｀）し］ご叫「大］応．マ）

し、-:/?,;「 L ―'l.9，ノ 11, `  :'，―’,1 IL]ピi,＇りJ勺乳育水準］）

ぶ191 e、キ 1、`~ー、．ふ ,'',,',1 」•^＇ピ 9.‘‘•I lll)］1 (‘(）n v cn t l (） 1 ] al / 9、j(）C l (）r 

ヵ：ューのI了;;:;: =ー（i/］＇`，＼-，，、たごど； 1バ明 1¥；り」：＇こなろ

2. 灌漑効菜

テ— /'!J~;峠しこ）れるリ） ； ［台 O'匁，＇こ；‘である

え9,9 i社惰尼 9、')し•I)集：t、 こ＇•西な苑殷期：こ itしる袖；こは

［し較的．）、‘` el: ［，,’ーし．`）オlる，， 推定」し（．：． ！式）で

は灌判（ハ l,1nd-augmcnting灼果を大き・:、と心 (l.

i こマイナス（り i直'〗• (＇（]、） : --/-），i lて労佃）j（/＇），}隼，）J＇『t(}），fi 

託叶．か氏・： t； -9てきて'、‘る 主に、 日也と）外伽）

弾力竹（＇）打 Iit 1よりやや大ぎ，｝、， 1一^ 地（り弾力i)しは

〇.5 1,1（j後と力入、t,J砂し、 3 この段階］）台碍真文は、／こ速

な発／］妙‘）げJ］）以階二よちるい これらし1)品果から十

・c i ・―得f--•I 、l111詞， 一］，＇；，！．）ら， 発辰か遅オしくし、る：iと`

濯』{(. •）い＇） 11~'.」． .99‘‘:..9し’¥，．);Ji. l' ：仁{1iii5れ心 i―-）A L. 

，9：： U) laIlll-augnl(_，ntingタカ牙し;J1j、こ` 9： ／ふり， ；こ，1こ

上地、｝）り；il」,9し：t1\'!i.;」也i しど l叫し砂ミ I,:. ．ふ l-• 9 ',i廿貸

-: [：：： I'~i と入：｀9,＇しば'<、こし`＇）、！こ ，’；’4)．Lひ

-・ ! I,  Iー／ : ~ Iり！ ～ jる i, 9 J,：ドJJIJて伍る

と合，ら')t: l、いoì［]I :-—''し'--i) I：＇一Ii lーるこ

どがtlliらかになるヘ

114(,i,｝、こ｝、かり鮮：こ')19‘ 、::-,take-offり屈）殷業では

1,j ，し宣J~、!！→庁 1 見 1 数，り亀八かな；］i,； 1-測され輝いか， 灌既

; -1 U j寸る 't,ff'Iプ）ムiJ，}ら，れなし，、た心、 計／＇既り）灼果を推

定八：；，：． ぎなし、からであろり） この意味で、

1]＇, i::｝ [I’り！忙悶甘い）生咋を琉t,1・的にli耀寸するために

,,_ ．， 9 

9 < 9、呵 灼用をとう導入十るかか非＇，州に屯翠にな

9`'.ると 1グ；えられる 'e

発展期ては A II：にか九り大き九値を代入しない

ご` (1三9:,i、i,¥三 え tヽ）れ｝［し、か, =一 C'・＇）時期 iこは， 前

氾：I_)：、うに灌置施政の充‘tによる多モ作化とし、う

訓rf1iご生光のり］、大に貢献してしヅこ

3 肥料の効果

!1[i lI t， 極東ア：ー＇アては仇業生光の発展にとっ

竺こ以も，,,艇な要↓；であ）た。）氾机•投入の生産効果

け、 耐肥性品柿への品種改良と桔びノういて生産拡

大li「)）くぎな祁分を占めて＼ヽると息いれるが、 肥料

いJ曽fJl]率そのものが圧倒的に大きく、 したがって

肥料単位‘りたりの生産弾力性は， 合湾では 0.3前

後、日本では().25前後となっている。参考までに

戦汎台清米作（卜-地当たり）についてクロス・セ

9,1ン1 ンで推汁すると 0.5前後とし、う非常に高い

凱炉得られる。 これらの弾力性は，いずれも統計

的に打，在である 0 take-off以前の農業ては， 肥料

り）弾り性はまだ統叶的に 1i詔に叶棋ljされなかった

か， 発殷期にはいってはじめて，農業生産にとっ

て非常に屯要；兄要素として生I庄関数にはいってく

ることがわかる Lーところで，技伽進歩項 (T)とl><l

II、'「に—!fi19卜j→ると， 肥計(/_)係数(!)1i店I、生か失われる

99, I、が！1，1文くる， これは肥計投人が急速に拡大

［了、く、るため， 時間項とマルプ― -fこ9カ；生してしー、る

たし＼りと円、，l)れる， 肥料ヅ）．J曽紋（［祈品種/‘J)改良を

i‘I ；にもしり（、．， 技術進ルと純粋にに分てさ難い側

,． 9‘̀ J• 9 
I fI I ／）し h'.）.C.,)う

8r 
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次に，肥料の land-augmentingの側面について

検証してみよう。台沿:'）発展期におし、てモデJレで

示されだ (Alog F)と＇、`ぢタイ 7 の゚ lancl-augmen-

tingでは土地の弾力性が 1より大きくなる傾向が

たる。肥杜と＿1~地とを直接結合させた (A. F＼を

ー変数とすると（推定式(5)），弾力性は 0.209で弾力

性の和は 1よ，）ややI]さ、、ヽ 値に，位るか， 固定胄本

の弾力性を考慮しても， 台湾の発展期においても

罰期と同様に規位の経済（ま存在してしれかったと

結論されよう。

日本v'i発展期さは， fi]料の間｝Jり率け台湾と 1liじ

ように官いが， xr=lのときに（推定式(2)），有意

な結果かえられる。すなわち，期間中 (23年間） ｛こ

肥料の land-augmentingが 1.:］管（年成長率 2%） 

と考えられる。 この値は，期末と期初との比較値

であるため， 期間中の1ア均成長怪と且杓干ずれる

怖れがある。

とこ巧で， ＇直的にみて杷料によっ、］政大された

土地面積の弾力性は，台湾と同じく 0.2とかなり小

さくなる岱， lancl-augmentin,L>;と考えない場合に

は弾力性が 1を越えることを思うと，肥料による

土｝也の直的拡大か相当大きく，J価されている-—と

がうかがわれろ また肥料そのものの弾力性は前

述のように0.25前後てあるが，肥料と晶びつ＇，, Iこ

土池の械泥的 I'［生産即力I生が ().2と比穀的近い｛直

で，その結果， 13本の発展期ではK地の生産貞献

: t、か［；りの糾分が肥杜によろ肥沃度］）噌加（『虚J

にみて面積の拡大） という側面から行なわれたもの

ど結論` ーピバより このい味で発展凱ごは＇いい）

成分としての土地は， 七壌の自然的な意義が薄れ

て、 肥1いこよ，］八為的，＇つく＂ iりさ l＂にものこば

り， したかって，淮に物理的な場としてのみ意味

をもつと，ヽ う（t且向もみられるようにt,へ，てくる r」

もちろJし， まだプ／つの弾力性の間に 0.5の差があ

82 

り， 肥料の効果があまりに大きかったことを顧慮

すると， シュルツが先進国に'―)いて行なっと，上

(/）ようれ推論：ま，まだ必ずしも妥当しない。

朝鮮では， 1917~27年， 1932~36年についてみ

ると（改業生在のみ）， 心げ＝2て land-augmenting

が有慈義に計測されそうで（推定式（7)), このとき

land-augmentingは期間中 (J8年間）に1.6倍（年成

艮率 2,7%)になっている。 日本よりもやや land-

augmenting刈見が大きく， 台湾とあわせて，技

術導入国ほど肥料の効果はより大きく出ている。

長期間 (1911-27年， 1932-'.l6年）についてみる

と，農業生産物に関する生産関数では XF=3で，

有意義，忙結果がえられる（推定st(8)）。肥料は長期

間に激蘭しているが， land-augmentingは26年間

で1.9倍（年成長率2.5%），長期てみてもその効果は

がな：／）大きい (;rrをさらに大ぎくとっても士地の

弾力性がやや高まるが，あまり結果はかわらない）。 し

がし， 七地の弾力性は（）．15と前の場合の半分で，

肥料の land-augmentingを通じた生産拡大に対す

る効果は，長期間で十分認められる力入発展期に

比較して相当低くなっている。

以 L:，肥料の増設が土地の肥沃度に働きかけて

生産拡大をもたらすというプロセスが， 特に発展

期にお、＇て非常：こ重要であ＇）にことが明らかにな

9 9たc, 'どして、日本・朝鮮で logFというタイプ

の land-augmentingが行なわれたことから，肥料

はそri「)水準の玲':1Jりとともに augmenting効果が小

さくなることがうかがえる。

4， 譲機具の効果

農業生産において，農機具が圧倒的に重要にな

って人：るのは、農業生咋技術り）資本化が進，ら応段

階である。日本の1930年代には， 徐々に農機具が

祁入されはじめたが， 本格的には戦後をまたなけ

ればならない。試みに，この時期の農機具の弾力



1969030085.TIF

罪を，なるど()234 で行心である，• 一＿ Jり恨：］で.:t.心

浅旦 1 肥判• (（） 2(）5) と、}［へ 9-） ／1',- 9で屯釘こ対十る貞献

凶： fこぎし、 1;•, lancl-augmcntin只，’＿） i!J児，こ閃 L: ：士

峨而・J) 省略4-る

5. 教育の効果—―-labour-augmenting

＇ 1,：，二乃介•] ~), f)洪ど労位）J／) ,＇9』1/Jj,jセり］^，＇rr;（.)、,：ナ

1, 11] i -t;]』止‘. :くな t̀:l t -i-1 ］ 仁-:::：：茫，恨廿i:

し勺旦ti分『 •7―, 1., ！真閏;夜脊」＇之臼：土｛ 9-lご，，＇ ピ •J曽り：i'ー：：＇、＼

こ・‘I•,.,'1 -｛i i•文 It: t /） t，｝ト．，1]怜．9］！＇～ :、． ..J; ;)， 

りJi [[ L:・．＇¥ Ji合脅:]月ビ戸、こ t三｝ l＇／ア） ーー／） l:ぎ` 素{fi 

r) ]廿控：こ匂J凡；、教育，＇）打狡生をビるど L.E ど‘、、.-

9,； ！'～一ァ`‘） l, 1 1)（l ur-au Q lncnti nばし＇） ｛，ピ一ーヴti謎!,＇＼ i}りifJ 

性，J 入()9 (）25ビし、・-） 1.j汀／L(直；,,:胄 l̀） Aしる 9tit定¥'.ヽ＇］ 1) ニ

（ア） tり］は t,9ンー技術進出！‘｝』 9)くぎく勺し、 4J」マ 11.̂ i『]l 1吹大

iJ → }け-l―-［J也由i紐J~）噌りili:ーよ→―：・，＇）な {l｝曾三iし、',9、(l』-

('），]I9 1」日1tll.'Jfi) c/J ては！(~'労働力｀｝」之人 i,'： 9 ?) 

汀り軌間的tt改羨を叫 I-‘‘→7 プ` J ：二 L{献 l_c―ヽ，ヽる

(,I］、1八i'Iを巳危f［な＇＜、］：労紐 JJ(］） 9}箪］J＇「't,-[ 1） ［入←'［一iJ、;

兌凶jtli―,、 it、教育'，])lab(/ur-:tugm"nti ng iし｝［：清

に大—戸／'j•· Iにと思．l.），il.る］］＝ `I I 卜logEて/'/―

() ;::,,,．り、打汀、：i命青！仕／）;i且ら il (iit'’一c1:•~:.. 、-i l l9)、

―下：こ 11,h"u[・,、1ugnH'ntinばを，991！バIiiへ:)・・:. ’、;i贔/JJ)見ii

カ91'j-＼ ！） fi t [ i j―i r ;．I,. 1 1,' ，:〉． I(！.gl:、

，土几l1: !',Jrf: I },,JI Ii'，1) : ：：ニ．□（;LI ＼りカ'(J.、 」7'’i)｝, --i, 

],1日り11-` 9'l言斗[、 9位（軌'),}凩り：、'::to.11~:l ど JI',9位：こ

、］、竺＇，―:, ;りJc)j支 tI\；~ J〖丑1.;,;,,, I I. I,]ー）ピ 9 -i i[,4 [ 

，こ」IL'： 9、し'lY ＇名）し 1,.-_,'j;,,ヽ、兄I」'：1 9}l, 1 t i;1 i Jli-
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台湾ては， 発展期前では前述のように湘漑t/）1，兌

叫カ力叶常に強く， tた教育い効果は社測ざ 4し入

｀＇。発）投期にはいると教育の ll anour-,1ugmcnt1ng 

効果，い五，＼9i t る。 1'ド＝—rr+ loE Eで｀砂＝ 1しりとぎ

(li「定式I「り）， ずなわち｀ 19年間に labour-augmcn-

tingが12]倍（年成長率1.2%)のとぎ，労働の弾力

性は()_ 2に］(iJ、さらに心が大きく入るど弾力付

！，：）、ぎ：、九る すて；ご述ノ、たよう:,-9 、一,，I）どぎ弾

)J'i‘’i U) fl lが Iiこi圧く九る n ，主た， L.，J' どし、 9-J夕

I 7’ ては、 労拗(})弾力性が有在で(),4 ：ご t;-る，‘，；・,

--し！）式i,； -t肥料の効果力入とり入れられてし、 1J［し、た

，ヽ＇， 教育と鈷合［た労働(}―)牛坪頁献，，J入人ぎ ‘9ヽi9l’{lil 

:，・打る 合冷て 9労働¢)同＇仇、 l'Iを仮定ずると（敦午

（）らり1札，9991血礼［すー；：）ビ） ifーど／’-ど労働の説町1J,1,9』][ ＜ 

7 ［る，＇J-、発1民間tこJ; i ｝る敦存り）りした寸役，りを図Iむ'
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九る（｀いか上り小さく、•land-augmenting 力大き
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い'_{［定する， 労働＇， 1：[力性い','，I/水糾， 1JI常

に小さくなる。し、ずれにせよ，発展期こはし‘る主

で七．教育!,_'質的LI[,;：効果i: 1 んど＇人い） l

ず， 30年代にぱ v'って、つやく， I`し11(Inugmし！、ting

は 5年間に 1.4倍程度になる c 且蒻ll9ll~27年，

19囚～，16年に l、てみ，:,ピ（農業八， 1： 1にてし、:''

心にいろ＼，ヽろな値を代入しても，それ｛［と行意‘「牛

は反，うず，｝j巳、IIの law卜、lugmeuti,口効果とし― -J

とるかによって左右される。このとさがi□J性は 0.4

以上｛アなり， 艮期でみるレ｀やはり教有さ：受けた

労i1]り生産石い分が大い'<、一ーとが,,，ぶぇ；’

以上の結果より， 教育による労蜀りの貨改苦効

果じしずれの 1吋—•もみじ ii 、いが， II木が非ぷ＊1.::. ］、：

きく，台満おとび朝憔Ie．では，その効呆か日本と比較

すし：） 14」、 I),]:~くなる。 日本の教宍水準りふ，＇と

も［，i:，十分＼．＇）苅呆を化 i^1ドでき i~ 、I：呂わか心力、鴫

労働力が H本でのみ減少していた」点を苫えあわせ

る．し、十分tc'げI'!]］力の『I，ば］上に ー一小iI::いな

ったのである。そして，その詰呆，日本では牛産性

上村， r_占める尺1進歩り役岡がも ，しも）く、口こか）

た。 iし両の国犀1『J伝播い乳行の普［←.::.よっ＇―

されるが，教育の国際的普及は本来， かなりむず

か e ，ヽ， 労f的力，り質的向上を日本）二 Injじ水託＇，こ i,

たらすことは容易でない。 したが、）て，技術の伝

播い記料の増役，灌漑凡誌．ハ充実， 11八種改良．I—;‘

う側面でより に進いうれ， そしハ和果．臼砂・

朝鮮では，とちらかと言えば肥料の land-augmen-

tin旦 '9!J果のitー） 強く厄らわれる (lfuりがみ：」る

のであな も九ろん，教育の普及も lll'l時に玉要で

あり、 し：朋鮮(!)t,1Le-off Jり遅．iいも昴打；、')果が iう］），う

らわれないこと 1こよる。

シュル＇‘]は非慣行的投入要素である敦甘 iこよる

労化り＇質的 l」！を． 1 }、9|進歩を、i'iーらすよ｛屯

要な要因とおえているが（ヽ12)， われわれし＇）叶測は

ふ1

＇こ教育り切果を他 J)要因と区別して7バ、うとナ

るU)てなく，他の要天（土地， 労働だけでなく， 湘

・肥叶）し，！）'lr,r刑Ij切りととを同Il'「に総合1'かこ検証

しーなよ-こするもり：，，ある。 Ill"料おしい牧育の

効呆を＼ヽ、ついろ設定し， その中から統計的に最も

．：’:、もの，、 l いt でな＇:..':も）を互，＇け出〗：： ・) [十る

ことによって， 良業発展における教育重視の立場

ピ；；巴料重視）立蝙と、｝）iぷit的に詮合した］し）であ

ふ。その和果， 慣行I[l勺控入要I天lによるI司役的な生

産関数ではまった＜有意義な計測結果が得られな

ぃ）たの：ー、新しし IJ，去によ，こ，ま f_91:I分で

ぁ、⇒か， 巨視的生産関数分析の方向かより発展性

［ 1 /）よ｝ i~なっ f:)

(t 1 1） こ;Jこc!i巴料，_）弾力性がマイナスになって

し，る｝＿ L'＇， こ，）技術追歩率に 1月此料培投；＇）効果も合さ

) --: :'-::,、り',ftt）、古 C }l四料",'）ii,;『 i品種，り!''伴っ

―'、―9 ，ー，蔽密；こ両占い効果，と区ガてぎなし ‘o }ト、わ，

副I是r、・， 9|側に上：：：ど， 1901~40年の］リl間て技術止歩

I :0.4~ lり％ （，IIし h彦「l,'t『 ;)ける[1_/',l,/]生産

数□1,ii,i_， 『閃叉，Iヽし， 1＿.j研究』， l'lld年10}」’J)。沢田

りl1I測ごば1898~1937年て0.9~2.4%てある (iltm

二こ，11;「＇’，；｝生産性': I.：ごおけ．＇技術と経','，！,『奥業

済研究.(, 1960年 I1)'，})。

(i.t 2) T. W. Schultz, Economic Organization 

"r Agがodt11re. シ,_ •I ツの考え勺日本 i こ；：；— li！したタ

い研乎'•:了-,｝此裳、□I 他歩の73.5％が教百 W舟投賓

↓―“上って説明される。

（注3) ‘，庄関数’教育の効用＇，導人 L 寸~枡究：こは

Z. Grili,・]い、 “Estimat心 ofthe Aggregate J¥gricul-

tural Production Function from Cross-Sectional 

l~）ata,'’J991/I nal of F，l/-!）I Ecoll(）11/ics (May 19印）．

結 論

設後に， 戦前の農業発展に関する分析を簡限に

まと喜政策的な含意を検討してみよう。 3カ国

し，＇） 1<業生吋（り発展をい廿進歩という側伽からみる

と・ [ず日本では1890年前後に，ついで台湾では日
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